
－合い言葉は「あいさつ・がんばり・思いやり」－

〈学校教育目標〉１進んで学ぶ子 ２やりぬく子 ３思いやりのある子

校庭の木々も色づいた葉を落とし、冬の訪れを感じる季節となりました。早いもので、２学期も残す

ところ１か月となりました。コロナ禍で行事の縮小や中止もありましたが、子どもたちは、新しい生活

様式のなか、自分から学ぶ姿勢で学習に取り組んでまいりました。

１０月から始まった遠足、修学旅行も、１１月の修学旅行をもちまして、全て無事終了いたしました。

保護者の皆様には、実施するにあたり、何かとご心配をおかけしたことと思いますが、どの学年も、事

前指導をきちんと行い、当日は感染症予防対策を万全にしながら、遠足、修学旅行に出かけ、楽しい思

い出をそれぞれの胸に刻んできたことと思います。

１２月は、長かった第２学期の締めくくりの月です。暑い８月から、寒い１２月まで、季節の変化を

大きく感じながらの９１日間という長い２学期でした。子どもたちは、みんな「輝いて」、「あいさつ」

「がんばり」「おもいやり」を進んで行いながら、毎日の学校生活を送ることができました。

さて、１２月１０日は世界人権宣言が採択された日で、我が国においては、法務省と全国人権擁護委

員連合会が、同宣言が採択されたことを記念して、今から７１年前の１９４９（昭和２４）年から、毎

年１２月１０日を最終日とする１週間（１２月４日から１２月１０日まで）を人権週間と定めています。

人権週間中の１２月２日（水）の授業参観では、全クラス「道徳」の授業を実施し、広い意味で「人権」

について考え、互いを認め合い、尊重し、思いやっていく心を育む授業を実施します。また、授業参観

後には、元プロ野球選手であり、本校の保護者でもある岡田 幸文氏を講師にお迎えし、ＰＴＡ教育講演

会を本校体育館にて開催します。「夢をあきらめないで」という演題で、お話しいただく貴重な機会で

すので、皆様、ご参加くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。

ところで、１１月１０日（火）の夜、足利市民会館にて、足利市小中学校ＰＴＡ連合会教育懇談会が

行われました。本市の目指すべき子ども像「自ら学び 心豊かに たくましく生きる 足利っ子」、求

められる学校像「自分のよさや持ち味を、存分に発揮できる学校」の実現に向けて、小学校代表として、

わたくしが、本校の教育活動についての実践報告をいたしました。その中で、「地域の方に支えられな

がら、みんなが輝いて、Chance に Challenge して、Change できる、だれにとっても、今日が満たされ

明日が待たれる学校づくりに励んでいる」と発表しました。また、「保護者、地域の皆様の多大なるご

支援、ご協力のお陰で、わたくし自身、安心して、思い切った学校経営に取り組むことができるとも話

しました。

ー修学旅行（６年生）鎌倉・千葉方面ー
１１月９日（月）～１０日（火）には、鎌倉・千葉方面への６年生の修学旅行を実施しました。
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一日目に、江の島神社、鎌倉大仏、鶴岡八幡宮、建長寺を見学しました。社会科で学習した鎌倉に

ついて、土地や文化に直接触れ、自分の目でしっかりと確かめることができました。なお、鎌倉市

は足利市の姉妹都市となってから３８年がたちます。それだけ、鎌倉市は足利市と関係の深い場所

でもあります。宿泊場所の「龍宮城ホテル三日月」は、木更津市にあり海のすぐそばで、とてもす

ばらしかったです。ビュッフェ形式のおいしい食事を味わいながら、大浴場と素敵な部屋で過ごす

ことができました。二日目には、鴨川シーワールドでの自由行動。太平洋が目の前の水族館で、イ

ルカやシャチなどのダイナミックなショーに圧倒されました。この２日間で、子どもたちは、様々

な発見をしたことと思います。事前学習で、子どもたちに「百聞は一見にしかず」の話をしました。

人が成長するのに必要な「人、旅、本」の話も繰り返しました。友達と協力し合い、楽しく、充実

したすばらしい２日間を過ごすことができました。大変お世話になりました。

ー遠足（４年生）益子、宇都宮方面ー
１１月２日（月）に益子、宇都宮方面への遠足を実施しました。益子では、手びねりの体験。初

めての体験でしたが、工夫しながら、自分の作品を完成させました。焼き上がりの作品は、後日学

校に届けられます。手びねり体験の会場もソーシャルディスタンスが守られており、パーテーショ

ンで区切られていました。お弁当の時間も、席を離して食べました。買い物も楽しくできました。

午後は栃木県庁の見学です。係の人から県庁の説明を詳しく受けました。１５階の展望フロアーか

らいろいろな景色が見え、新しくできた西川田の陸上競技場「カンセキスタジアム」（２０２２年、

栃木国体のメイン会場）がはっきりと見えました。今回の遠足で、栃木県の観光地、益子と、行政

の中心地栃木県庁を見学し、楽しく、有意義な時間を過ごすことができました。。

―外部講師授業―



地域の方をお招きし、外部講師という形で出前授業をやっていただいております。今年は新型コ

ロナウイルス感染症予防の観点から、見合わせておりましたが、２学期に入ってから、少しずつ再

開しました。その一部を紹介します。

―①アキレス第一工場様出前授業（３年生）ー

３年生の社会科学習で、例年ですと、アキレスの第一工

場を見学させていただいていますが、今年は、新型コロナ

ウイルス感染症予防の観点から、各学校を訪問して、出前

授業の形になりました。１０月８日（木）に、アキレスの

社員２名の方にお越しいただき、アキレス第一工場の仕事

について紹介をしてもらいました。実物製品や映像を通し

て、アキレスの仕事内容や、製品の製造過程や社員の方の

仕事に対する思いなどについて、分かりやすく説明しても

らいました。だれでも知っている靴のほか、ビニール製品を中心に製造しているものが多いことも

分かりました。３年生は、授業に真剣に参加し、分からないことなど、積極的に質問していました。

アキレスの社員の皆様、大変お世話になりました。

―②足利市国際交流協会講話（６年生）ー
１０月１９日（月）に、足利市国際交流協会職員の方を

お招きし、６年生に、本市の姉妹都市、アメリカイリノイ

州スプリングフィールド市とＩＬＥＳスクール（小中一貫

学校）の紹介をしていただきました。足利市がスプリング

フィールド市と姉妹都市を締結し、今年が３０年になりま

す。それを記念し、１０月には、両市市長さんがオンライ

ンにて交流したと新聞等に紹介されていました。

本校が今年度、市の「英会話学習モデル校」に選ばれた

ということで、スプリングフィールド市のＩＬＥＳスクールと交流をすることになりました。両方

の学校が、自校の紹介ビデオを作成し、お互いに交換して交流するものです。その事前学習として、

国際交流協会職員の方にＩＬＥＳスクールについてご教示いただき、ビデオ作成のヒントにさせて

いただきました。遠く離れたアメリカの学校と交流できることを、楽しみにしています。

―③「日本の整形外科の父

田代義徳」の授業（４年生）―
よしのり

１１月４日（水）に、田部井健二氏をお招きし、「日本の

整形外科の父」と呼ばれる、「田代義徳博士」について学習

しました。社会科の「郷土に尽くした人」の学習の一環で

す。田代義徳博士は田中町の出身で、東京大学医学部に学



び、いろいろな研究を重ね、日本整形外科の命名者でもあるというこよなど、田部井先生から多く

のことを学びましたが、特に、田代博士の「人生 意気に 感じて」という言葉から、「やる気」を

もって何事も取り組むことが大切であるという話がとても印象的でした。４年生は、田部井先生の

問いかけに積極的に反応し、集中して授業に参加していました。田中橋南側付近にある、田代義徳

博士の記念碑を、機会がありましら、ご覧いただけると幸いです。

―④おたのしみ理科教室（葉脈のしおりづくり・４年生）―

１１月１１日（水）に、本校元校長 髙尾 敏彦 氏によ

る、「おたのしみ理科教室」が、昨年に引き続き、４年１組

で開催されました。人間や動物の呼吸と植物の光合成につ

いての関係を、分かりやすく解説してもらい、私たちが日

常生活の中で、いかに植物の恩恵を受けているか、子ども

たちなりに理解することができました。その後、身近にあ

る木の葉の葉脈のしおりづくりに取り組みました。歯ブラ

シを使って、葉の肉の部分をきれいに落とし、葉の表の葉

脈だけになったものを、アイロンで乾かし、インクで色付けをした後、アイロンで乾かしできあが

りです。透明の袋に入れリボンをつけ、「葉脈のしおり」が完成しました。子どもたちは、２枚も、

３枚もしおりづくりに挑戦しました。普段、何気なく見ている木の葉をはじめ、植物に対して、よ

り、興味をもつようになったと思います。本時の学習が、６年生理科、「植物の養分と水の通り道」

につながるとても楽しい、充実した理科教室となりました。講師の髙尾先生には、大変お世話にな

りました。来年も開催する予定です。

なお、１２月８日（火）には宇都宮教職大学院教授 青柳 宏 氏による「詩の授業」を２年生と５

年生、１７日（木）には県立博物館職員 柏村 勇二 氏による「化石の授業」を６年生で実施します。

―御礼―
先日募集いたしました、「第７回うちどくコメントコンクール」に多くの皆様にご応募いただき

ありがとうございました。児童の本の紹介文と、保護者の皆さまの一言コメントも読ませていただ

き、微笑ましく、気持ちが和らぎました。お忙しいなか、大変お世話になりました。応募作品は、

「第７回うちどくコメントコンクール」に出品させていただきました。

「かがやき賞」１１月の表彰者

１年 小澤武生 久保千鶴 増田颯良

２年 新井歌純 荒井優月 岩﨑奏和 岡田紗奈 奥山湊人 柘野匠海 中里奏巴

３年 金子萌花 菅野千尋 齋藤悠佑 田倉結愛

４年 奥山ののは 押山凌翔 佐藤響貴 椎名優衣 高橋凛帆

５年 川本結太 菅野啓輔 木村仁香 櫻井 真 長阪瑠星

６年 新井遥稀 上岡谷優咲 國府田菜智 長沼友利愛 原 琉聖

青山愛依 西田隆真 本島拓真




